














第三者による意見GRIガイドライン対照表

商　　号

本　　社

設　　立

資 本 金

従業員数

主な事業内容
建設工事の設計・施工監理・施工請負、
不動産の販売、その他関連事業

三井ホーム株式会社
Mitsui Home Co.,Ltd.

〒163-0453 東京都新宿区
西新宿二丁目1番1号
新宿三井ビル53階
Tel 03（3346）4411（代）
　
昭和49年10月11日

139億70万円

2,257名

会社概要

所属団体
社団法人 日本ツーバイフォー建築協会
社団法人 住宅生産団体連合会
財団法人 住宅生産振興財団
社団法人 プレハブ建築協会
社団法人 不動産協会

建設業許可
国土交通大臣許可（特－19）第8030号

宅地建物取引業者免許
国土交通大臣（10）第2531号

許認可登録

 （百万円）

売上高の推移

財務データ

売上高（連結）の推移 売上高（単独）の推移
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　環境面と社会面での取り組みの実績と計画が、定量的な根
拠を交えてわかりやすく報告されています。
　断熱・気密性を持たせやすいツーバイフォー工法の良さに
日射遮蔽と風通しの工夫を組み合わせることによって、冬暖か
く、夏涼しく、静穏な住まいが実現します。このような住まいで
は、ご家族の健康状態も良いことが、筆者らの全国規模の調
査から明らかになっています。三井ホームの住まいへの建て
替え、住み替えによって、ご家族の健康状態の改善を実感し
ているお客様が多いのではないかと推察されます。それらの
声を集めてわかりやすく示すことによって、お客様により良い
住まいの価値をご理解いただきやすくなると思います。また、
健康に良い木の住まいは、ライフサイクルを通したCO2の低
減にも寄与するだけでなく、森のCO2吸収、土砂災害軽減、生
物多様性保全にも寄与しますので、「木の家、暮らしデザイン」
への取り組みをさらに展開していただくことを期待します。

　これから望まれる環境配慮型住宅のポイントは、第一に、
「省エネ・創エネ・蓄エネ」の三種の神器を住宅設計に取り入
れること、第二に、光や涼気など、自然の恩恵を享受する
「パッシブ・エコ設計」を施すこと、第三に、そうした「環境装
置」を、豊かで快適な「感性装置」に高めるデザインを考える
ことである。三井ホームが開発した環境型住宅「green’s」
は、まさにこの3点を満たしているエコハウスだ。キッチンラ
ボと名づけられた、セラミックを敷き詰めた土間、ダイニング
から続く、家庭菜園に隣接した「庭ごはん」が楽しめるウッド
デッキ、お風呂あがりに思わずビールを飲みたくなるバス
コートなど、自然素材の調湿性、蓄熱性を活かしたデザイン
空間は、環境装置と感性装置の両機能を見事に満たしてい
る。こうしたインテリアでも、エクステリアでもない「第三の住
空間」は、友人や近隣の人々とのコミュニケーション空間とし
ても確実に機能するはずである。

東京大学助教授、（株）日建設計環境計画室長を経て、
2006年から現職。LCCM住宅研究開発委員会LCCO2部
会長。建築・都市のサステナブルデザインを軸に、快適で
健康を増進させる居住空間の実現方法から、ライフサイク
ルアセスメント、環境効率評価、環境・エネルギーシミュレー
ションなどの地球温暖化対策まで幅広く研究を行っている。

慶應義塾大学理工学部 システムデザイン工学科教授

伊香賀 俊治氏
社会システムデザインを行うシンクタンクを経営し、ソーシャ
ルイノベーションを促す、環境・福祉対応の商品・施設・
地域開発を手がける傍ら、環境ジャーナリストとして
も活動。グッドデザイン賞金賞、JAPAN SHOP DESIGN 
AWARD最優秀賞、KUKAN賞2011など、空間デザイン
の分野で数多くの顕彰を受けている。

（株）ユニバーサルデザイン総合研究所所長

赤池 学氏

今後の環境・社会活動を推進するにあたり、昨年度環境ビジョン策定時に
ご助言いただいた伊香賀俊治氏および赤池学氏から第三者意見をいただきました。

ハウジングパートナー三井ホームグループ直販営業拠点

主要な営業拠点とハウジングパートナー

群馬ホーム（株）
茨城中央ホーム（株）
北新越ホーム（株）
長野中央ホーム（株）
姫路ホーム（株）

三井ホーム（株）
三井ホームコンポーネント（株）
Mitsui Homes Canada Inc.
三井デザインテック（株）
三井ホームエステート（株）

（株）三井ホームデザイン研究所
三井ホームリンケージ（株）
三井ホームエンジニアリング（株）
三井ホームテクノス（株）

四国中央ホーム（株）
新四国ホーム（株）
三井ホーム北海道（株）
三井ホーム鹿児島（株）

法人営業本部
東京営業本部
東関東営業本部
北関東営業本部
神奈川営業本部

中部営業本部
西日本営業本部
開発企画本部

静岡支店
中国支店
九州支店
東北支店

※会社概要等は、2011年4月1日現在

1. 戦略および分析
組織にとっての持続可能性の適合性と、その戦略に関する組織の
最高意思決定者（CEO、会長またはそれに相当する上級幹部）の声明
主要な影響、リスクおよび機会の説明

3-4

3-4

1.1

1.2

2. 組織のプロフィール
組織の名称
主要なブランド、製品および／またはサービス
主要部署、事業会社、子会社および共同事業などの組織の経営構造
組織の本社の所在地
組織が事業展開している国の数および大規模な事業展開を行っている、
あるいは報告書中に掲載されているサステナビリティの課題に
特に関連のある国名
所有形態の性質および法的形式
参入市場（地理的内訳、参入セクター、顧客／受益者の種類を含む）
報告組織の規模
・従業員数
・純売上高（民間組織について）あるいは純収入（公的組織について）
報告期間中の受賞歴

34
34
34
34

11

34
34

34

8,16

2.1
2.2
2.3
2.4

2.5

2.6
2.7

2.8

2.10

3．報告要素
報告書のプロフィール

提供する情報の報告期間（会計年度、暦年など）
前回の報告書の発行日（該当する場合）
報告サイクル（年次、半年ごとなど）
報告書またはその内容に関する質問の窓口

2
2
2
2

3.1
3.2
3.3
3.4

報告書のスコープおよびバウンダリー
報告書のバウンダリー
（国、部署、子会社、リース施設、共同事業、サプライヤー（供給者）など）

報告書内の指標およびその他の情報を編集するために適用された推計の
基となる前提条件および技法を含む、データ測定技法および計算の基盤

2

9-10，
20

3.6

3.9

GRI内容索引
報告書内の標準開示の所在場所を示す表 333.12

保証
報告書の外部保証添付に関する方針および現在の実務慣行。
サステナビリティ報告書に添付された保証報告書内に記載がない
場合は、外部保証の範囲および基盤を説明する。
また、報告組織と保証の提供者との関係を説明する

343.13

外部のイニシアティブへのコミットメント
組織が以下の項目に該当するような、（企業団体などの）団体および／
または国内外の提言機関における会員資格
・統治機関内に役職を持っている
・プロジェクトまたは委員会に参加している
・通常の会員資格の義務を超える実質的な資金提供を行っている
・会員資格を戦略的なものとして捉えている

344.13

4. ガバナンス、コミットメントおよび参画
ガバナンス

戦略の設定または全組織的監督など、特別な業務を担当する
最高統治機関の下にある委員会を含む統治構造（ガバナンスの構造）

単一の理事会構造を有する組織の場合は、最高統治機関における
社外メンバーおよび／または非執行メンバーの人数を明記する

株主および従業員が最高統治機関に対して提案または指示を
提供するためのメカニズム

最高統治機関が利害相反問題の回避を確保するために
実施されているプロセス

経済的、環境的、社会的パフォーマンス、さらにその実践状況に関して、
組織内で開発したミッション（使命）およびバリュー（価値）に
ついての声明、行動規範および原則
組織が経済的、環境的、社会的パフォーマンスを特定し、マネジメント
していることを最高統治機関が監督するためのプロセス。
関連のあるリスクと機会および国際的に合意された基準、
行動規範および原則への支持または遵守を含む

27

27

27

27

4-6,
30-32

5,30

4.1

4.3

4.4

4.6

4.8

4.9

5. マネジメント・アプローチおよびパフォーマンス指標
経済
側面：間接的な経済的影響

商業活動、現物支給、または無料奉仕を通じて、主に公共の利益の
ために提供されるインフラ投資およびサービスの展開図と影響

18,25EC8

労働慣行とディーセント・ワーク（公正な労働条件）
側面：労働安全衛生

地域別の、傷害、業務上疾病、損失日数、欠勤の割合
および業務上の総死亡者数

深刻な疾病に関して、労働者、その家族またはコミュニティの
メンバーを支援するために設けられている
教育、研修、カウンセリング、予防および危機管理プログラム

31

25,31

LA7

LA8

社会
側面：不正行為

不正行為に関連するリスクの分析を行った事業単位の割合と総数
組織の不正行為対策の方針および手順に関する研修を受けた従業員の割合
不正行為事例に対応してとられた措置

27
27
27

SO2
SO3
SO4

人権
側面：投資および調達の慣行

研修を受けた従業員の割合を含め、業務に関連する人権的側面に
関わる方針および手順に関する従業員研修の総時間 32HR3

側面：原材料
使用原材料の重量または量 11EN1

側面：エネルギー

側面：排出物、廃水および廃棄物
重量で表記する直接および間接的な温室効果ガスの総排出量

温室効果ガス排出量削減のための率先取り組みと達成された削減量

種類および廃棄方法ごとの廃棄物の総重量

9-10,
19-20

13-14,
19-20

9-10,
17

EN16

EN18

EN22

側面：製品およびサービス
製品およびサービスの環境影響を緩和する率先取り組みと
影響削減の程度
カテゴリー別の再生利用される販売製品およびその梱包材の割合

13,16,
19,24
17-19

EN26

EN27

側面：輸送
組織の業務に使用される製品、その他物品、原材料の輸送
および従業員の移動からもたらされる著しい環境影響 9-10EN29

側面：研修および教育
従業員の継続的な雇用適性を支え、キャリアの終了計画を支援する
技能管理および生涯学習のためのプログラム 32LA11

製品責任
側面：顧客の安全衛生

製品およびサービスの安全衛生の影響について、改善のために評価が
行われているライフサイクルのステージ、ならびにそのような手順の
対象となる主要な製品およびサービスのカテゴリーの割合

30PR1

側面：製品およびサービスのラベリング
各種手順により必要とされている製品およびサービス情報の種類と、
このような情報要件の対象となる主要な製品およびサービスの割合
顧客満足度を測る調査結果を含む、顧客満足に関する実務慣行

14

29

PR3

PR5

側面：生物多様性
保護地域および保護地域外で、生物多様性の価値が高い地域での
生物多様性に対する活動、製品およびサービスの著しい影響の説明
保護または復元されている生息地
生物多様性への影響をマネジメントするための戦略、
現在の措置および今後の計画

5-6,
11-12
11

6,11

EN12

EN13

EN14

省エネルギーおよび効率改善によって節約されたエネルギー量
エネルギー効率の高いあるいは再生可能エネルギーに基づく製品
およびサービスを提供するための率先取り組み、およびこれらの
率先取り組みの成果としてのエネルギー必要量の削減量

間接的エネルギー消費量削減のための率先取り組みと達成された削減量

21-22

13-14,
19

13-14,19,
21-22

EN5

EN6

EN7

環境
マネジメント・アプローチ 5-6,8,12

19-22,24

該当ページ 該当ページ

GRIガイドライン
GRIガイドラインとは、国際的なサステナビリティ報告書のガイドラインであり、オ
ランダに本部を置くUNEP（国連環境計画）の公認団体であるGRI（Global 
Reporting Initiative）が発行している。

33 34



三井ホーム株式会社／（社）日本ツーバイフォー建築協会正会員　国土交通大臣許可（特－19）第8030号　本社／〒163-0453　東京都新宿区西新宿二丁目1番1号 新宿三井ビル53階
お問い合わせ先／環境推進室　TEL：03-3346-4834　FAX：03-3346-4844

©2011年10月　三井ホーム株式会社

本誌の印刷には、環境に
配慮した植物性大豆油
インキを使用しています。




